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夢のような来日公演が終了しましたが、
みんなの夢の音楽隊は、内部活動グルー
プとしてのJAPAN-MMCCを継続し、こ
れからもアフガニスタンの子どもたち
との交流や、活動の連携を続けていき
ます。新年になり、来日公演の報告書
も完成しました。また、現地からのビ
デオレターが届き、少しずつ大人になっ
た子どもたちの様子を知ることができ
ました。アフガニスタンでは、昨年は、
来日メンバーを決める機会にもなった
「ウィンタープログラム」が開講してい
ます。普段は 100 人ちょっとのＭＭＣ
Ｃもこのシーズンは 300 人以上にふく
れあがり、18の教室はいっぱい。この冬、
屋外にグラスハウスを建設し、冬の悪
天候時でも活動のできる空間を作りま
した。さらに、センター入り口付近に
も大きな建物を建設中です。ア

フガニスタンの治安状況は悪化の一途
をたどり、雪解けが始まると、大規模
な戦闘が頻発すると見られています。
しかし、子どもたちの役割は、戦争に
参加することではないですよね？戦争
をやめさせることは大人たちの役目で
す。子どもたちは、将来の世界を楽し
いものにするために、今を大切に楽し
むことが仕事です。そして、その楽し
さを、よりたくさんの子どもたちと共
有することが、彼らの役割です。そん
な子どもたちをサポートすることが、
MMCC をはじめ、みんなの夢の音楽隊
の役目だと思います。今後とも、みな
さまのご支援・ご協力・ご声援♪どう
ぞよろしくお願いいたします。

特定非営利活動法人 みんなの夢の音楽隊
〒330-0053 さいたま市浦和区前地 2-11-2

TEL 048-783-5771 FAX 048-783-5772
発行人 JAPAN-MMCC 代表：今川夏如
年４回発行 （2月 5月 8月 11 月） NEWS MMCC 

あなたが支える子どもから、 子どもたちへ 夢 と 笑い と 教育 を届ける！ “　”　“　　”　“　　”

カブールの空港で出
迎えの歓迎を受ける

アンソル・ルナ・サミラ

　帰国の日、来日共同公演をともに達成し
た仲間たち、子どもたちやスタッフ、一緒
に出演した親たち、総勢 50 人が成田空港
で最後の別れを惜しんでいました。平日に
もかかわらず、子どもたちは学校に公欠願
いを出し、きちんと休みをもらって、遠く
アフガニスタンに帰るトモダチのために成
田空港までやってきた。なかには校長先生
に直談判した小学生もいるとか。このトモ
ダチが帰る先では、まだ紛争が続いていま
す。子どもたちも親たちも、「また会おう
ね。」「いつかアフガニスタンに行くから
ね。」と口々に。「いつか」は、「今はまだ
行けない。」という意味なんですね。治安
状況は悪化の一途をたどり、彼らの来日直
前には、危険レベルがさらに引き上げられ
たばかりでした。しかし子どもたちには紛
争とは無縁であってほしい。大人たちの都
合で、子どもたちの未来を奪ってはいけな
い。そんな思いを新たにしていました。

　アフガニスタンからやってきた子どもた
ちは、ホントに帰って行ってしまいました。
静かになったベースキャンプは怖いくらい
に寂しいのです。風で戸がガタタってなる
と、子どもたちが戻ってきたんじゃないか
と思ってしまいます。夢を見ていたんじゃ
ないかなって思うこの 50 日間。だけど、
そのために頑張ってきたこの１年半。日本
の子どもたちにとっても、アフガニスタン
の子どもたちにとっても、夢のような企画
が、大成功の内に終了しました。がんばれ
ば夢は実現させることができる。これは、
私たちがアフガニスタンの子どもたちから
学び、日本で実証できたことです。ひとり
ひとりが夢をあきらめずに生きていける世
界を一緒に創っていきましょう♪なにかの
終わりじゃなくて、やっぱり始まりになっ
た気がします。また会いにおいで。また会
いに行くから。 

ジャパンツアーは、
奇跡の連続だった！

　だけどジャパンツアーは全然違う。ミラ
クルの連続だ。アフガニスタンの料理が毎
日食べられた。残念だけど、やっぱり日本
食は口に合わなかったみたいだね。一軒家
をまるごと自分たちの自由に使うことがで
きたし、毎日同じところに帰ってこれる安
心感があった。何度もアフガニスタンで一
緒に遊んだり練習したりした若いスタッフ
がいつも一緒にいてくれて、せっかく母国
の両親と電話ができても知人宅で見せても
らっていたドラマの続きを尋ねてたりす
る。全然寂しくなんか無かったみたいだ。
日本の子どもたちとあんなに仲良くなっ
て、びっくりしたよ。帰るころには日本の
礼儀や習慣まで気を遣っていた。それは、
日本や日本の友だちを好きになった証拠な
んだ。正直、これだけの経験をした子ども
たちは、アフガニスタンにはほかにいない
だろう。彼らにとっても一生の思い出だよ。
ありがとう。いつか、みんなでアフガニス
タンまで会いに来て欲しい。　 
現地最高責任者 デイビット＝メイスン ＭＭＣＣニュースに関する感想･アイデア･ご意見をお寄せください。 お待ちしております。 

　　　お問い合わせ　TEL 048-783-5771　FAX 048-783-5772　info@yumeuta.com　
郵便振替　00160-8-352345　特定非営利活動法人みんなの夢の音楽隊　

年会費 1 口 10,000 円　毎月 1 回ニュースをお届けします。 活動を支えてください♪ 
年会費 1 口   3,000 円　毎月 1 回ニュースをお届けします。 
年会費 1 口 10,000 円　共同企画事業を行います。 会員割引の適用が受けられます。 
月会費 1 口寄付300 円　年４回 MMCC ニュースをお届けします。※全額現地送金。 
1ｱｶｳﾝﾄ 3,150 円／年 

正会員 
賛助会員 
団体賛助会員 
MMCCｻﾎﾟｰﾀｰ 
※ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

NPO 法人みんなの夢の音楽隊は、 会員の皆様の会費によって運営されています。 

私たちの活動に賛同し、 協力してくださるメンバーを募集しています！ 

ＮＰＯ法人みんなの夢の音楽隊 会員募集中 

９人 

１５人 
２０人 

２４人 

４６人 

９月１０月１１月１２月１月 

サポーター 

会員数の推移 

前田真吹 
櫻井千代子 
佐藤ともを 
今川綾子 
田中こずえ 
橋本勇太 
今川夏如 
長谷部雅美 
福田智美 
三好草平 
池田きなり 
石井みき 
大金洋子 
金子稔子 

丸山和子 
矢野今日子 
淺川恵美 
足立浩恵 
今川久子 
遠藤記央 
中村和子 
伊藤加代子 
今川茂 
上田敦子 
渡辺一生 
新井健治 
稲垣佳奈美 
加集希世子 

高橋直子 
長谷川正躬 
逸見志保 
干場由香利 
矢作剛 
野口美智子 
井上茜 
吉川翔子 
渡辺和美 
引野直子 

小野佳祐 
柴崎文恵 
神谷智子 
渡邉一 
橋本喜典 
横繁康子 
粕谷雄三 
粕谷麻衣子 
福田光男 

2006 年９月設立～ 2007 年１月入会のサポーター♪ 

2007 年版支援金確定１,５５６,７３３円
2006 年版支援金送金 \2,093,645 
2005 年版支援金送金 \1,648,255 

総額 \5,298,633 

　製作３年目を迎えた 2007 年版アフガ
ニスタンサポートカレンダーは、2007 年
1 月末現在で、155 万円を超える支援金
になりました。3 年間の総額も 530 万円
になりました。すでに、アフガニスタン
で 活 動 す る、MMCC を は じ め、
ASCHIANA( 路上で働く子どもたちのため
の職業訓練校 )・JIFFメディカルセンター・
チョロネプロジェクト ( 北部辺境州女子
校建設 ) 等の NGO に送金され、役立てら
れています。また、このカレンダーは、
アフガニスタンでも関係者を通じて販売
されており、「アフガニスタンだけをテー
マにしたカレンダーとしては世界一の大
きさと品質。」と各方面から太鼓判をいた
だきました♪

総額６,３６６,２４４円 

合  計   １０,８９５口 
カンパ ９１８,７４４円 

個人８６８人 　６１社・団体 

収入 \17,563,543
支出 \17,915,868
差額 -\352,325

※2007/1/20 現在

来日共同公演収支報告

■個人・団体協賛金 

■オリジナルグッズ販売 
Ｔシャツ 　2,278着
来日記念ＣＤ 400枚
その他委託品 636点

経費を除く純収益

2,200,600円

■助成金 
2006年度 子どもゆめ基金  329万円
ドゥコープ市民活動助成金  30万円

■参加費・チケット収入 
登録料・キャンプ・ワークショップ
　　　　　　　　　　 1,122,700円
単独主催有料公演　　 1,083,409円
プレ企画　　　　　　　 282,700円

別れを惜しむアフガニスタンの子どもたち 最後まで手を振り続けた日本の子どもたち

　MMCC として２度目の海外公演だった
ジャパンツアーは、１度目のヨーロッパ
ツアーの前に企画されていた。もし、そ
の後だったら、私たちは行く気にならな
かっただろう。ヨーロッパ中をバスで駆
けめぐり、何度もバスの中で寝た。６時
間もかけて移動した先で、すぐにパフォー
マンスをし、地元の子どもたちにジャグ
リングを教えたりした。この子たちは 10
歳前後の子どもだ。そんなのは疲れてし
まう。料理も地元の料理ばかりで、宗教
的にも味付けも、子どもたちには食べる
ことができないものばかりだった。疲れ
切ったＭＭＣＣのスタッフは、キッチン
を借りては自分たちで料理を作ったりも
した。どこへ行っても知らない人ばかり。
子どもたちは毎日のように母国の親たち
に電話をしたがっていた。

紛争の続く母国、
アフガニスタンへ。

来日公演大成功！ 
凱旋帰国 !!! 

来日公演大成功！ 
凱旋帰国 !!! 

2006 年 9 月 11 日成田

※内訳は主だったもののみ掲載しています。

※追加協賛金を受け付けています。どうぞ

　ご協力をお願いいたします。

あなたもサポーター
になりませんか！？

会費は１口 300 円／月です。全額がアフ
ガニスタンMMCC に送金され、現地の活
動に役立てられます。サポーターには、
年４回、現地の様子を伝える「MMCC
ニュース」をお届けします。また、カレ
ンダーやポストカードといったサポート
グッズのご紹介や、関連イベントのご案
内も一緒にお届けいたします。ニュース
の発行や、送金手数料、郵送料は「みん
なの夢の音楽隊」が負担しています。 

サポーターを募集しています！

ＭＭＣＣニュース創刊号の配布先を紹介してください♪　創刊号は、会員の方だけ
でなく広く一般のみなさまに読んでいただき、この活動を支える仲間をひとりでも
多く増やしていきたいと考えています。ご親戚や、お友達に紹介したいという場合や、
イベントで配布したいという場合でも、お気軽に事務局にお問い合わせください。



　来日メンバー 13 人が日本に来てい
るとき、アフガニスタンに残った他の
100 人以上の子どもたちや、スタッ
フたちは何をしていたんだろう！？
　ＭＭＣＣは、2005 年から、バーミ
ヤン州にも子どもたちの文化活動を通
じた教育の拠点作りを進めています。
バーミヤン州にも、各国のＮＧＯや政

ウィンター
プログラム
２００７
　例年、公立学校が冬の休みに入る時
期に合わせて、ウィンタープログラム
が実施されます。ＭＭＣＣに所属する
120 人ほどの子どもたちに加えて、同
じ地区でフランスのＮＧＯが運営する
孤児院の子どもたち約 230 人が参加し
ています。学校が休みの期間になると、

バーミヤンに 
子どもの城を 
築こう !!! 

府機関も含め様々なプログラムが実施
されています。しかし、教育の質の向
上は最大の課題とされ、教科書を読む
ことしかできない先生がほとんどとい
う実態にどこも頭を抱えていたので
す。しかし、そのことはあまり外には
報じられず、有名で大きな組織でさえ
も、この悩みを抱えていました。複数
のＮＧＯからの要請もあり、バーミヤ
ンでＭＭＣＣのワークショップや
ティーチャートレーニングを実施しま
した。また、カブールのカルチャーセ
ンターで学び、演劇や歌などを通じて
教育を届ける担い手となっている子ど
もたちは、バーミヤン州からの国内避▲ワークショップに参加する子どもたち

行き場が無くなってしまいます。また、
長期間教育現場から離れてしまうこと
は、子どもたちの学習意欲を損ない、
将来の可能性を失わせることになりか

広がる！ふくらむ！ 
カブールチルドレン 
カルチャーセンター 

難民が大半を占めていました。紛争で
空き家になった建物や、空いている土
地に勝手に住み着いて生活をしている
彼らにとって、地主や政府の開発事業
によって立ち退きを迫られる場合があ
り、いつかはバーミヤンに帰らざるを
得ないのです。ＭＭＣＣにとっても地
元にとってもバーミヤンカルチャーセ
ンターの建設は急務です。現地調査も
含め、年数回のワークショップを行っ
ています。

▲まずはパフォーマンスを観て、考える。
　これは、民族の違いを認め合う演劇。

▲最後は実践。自分たちだけでも、
　助け合えば何でもできる♪

▼昨年は JAPANｰMMCC の３人も参加 ねません。
　ウィンタープログラムでは、基本的
な情操教育から、歌や音楽、手芸や料
理、絵画、木工、サーカスジャグリング、
ジャーナリズム、インターネットなど、
幅広く選択できるクラスがあり、雪解
けのシーズンには、それぞれのクラス
ごとに発表会を行います。また、その
発表会に、地域に住む大人たちや、政
府関係者、学校の先生などを招待し、
孤児院の子どもたちと地域の人々との
交流も大切にしています。

▲読み書き算数など基本学習
▲育ち盛りの子どもに十分とはいえ
　ませんが昼食の支給もしています▲義足の少年も同じプログラムに参加

　アフガニスタンの首都、カブールに
は、子どもたちによる子どもたちのた
めの教育の基盤となる、チルドレンカ
ルチャーセンターがあります。2003
年 11 月から運営を開始し、その後敷
地や教室を拡張していきました。この
冬、あらたに２つの大きな建物を造り
ました。どれもスタッフも参加しての
手作り。レンガや資材運びを子どもた
ちも喜んで手伝ってくれます。それが
自分たちのためのものだと知っている

からですね。１つはグラスハウス。全
面が透明なパネルで覆われていて、主
にジャグリングの練習を行います。常
に 100 人以上の子どもたちがいる
MMCC では、一度に全員が練習をす
ることはできないので、それぞれの練
習の様子を見えるようにして、お互い
に向上心を高めあうのが目的です。ま
た、悪天候時でもプログラムが実施で
きます。もう一つはまだ建設途中です
が、小型の体育館です。内部は 100
㎡以上あり、高さは 5m。日本では、
とても体育館とは言えない大きさです
が、ここでは画期的な大きさ。また、
子どもたちのためだけに造られるもの
としては他に例がありません。子ども
たちのアクロバティックな体操の練習
や、普通の高さの天井ではできない組

み体操の練習に使います。この施設を
利用してトレーニングを積んだ子ども
たちは、カブール州や他の地域の子ど
もたちにも、自らのパフォーマンスを
通じて、大きな自信と夢と希望を届け
ることができます。自分が得たものを、
他の人々に還元しようという意識は、
子どもの頃から培い、助け合って生き
ていくことが大切です。

▲新しく建設されたグラスハウス外観

▲グラスハウス内部でジャグリングの練習

▲建設中のジムナスティックホール

ハンディキャップ 
プログラム 
国際障がい者の日 
記念式典に出演！ 
　2006 年 12 月 3 日、カブールでＵ
ＮＤＰ（国連開発計画）の主催で開催
された国際障害者の日を祝う記念式典
にＭＭＣＣの子どもたちが出演しまし
た。（日本では 12 月 3 日～ 9 日が国
際障がい者週間）

　アフガニスタンには、様々な理由で
障がいを抱えた子どもたちや大人たち
がたくさんいます。その多くは地雷に
よって足を失った人々です。また、病
気や、原因不明の奇病もあります。劣
化ウラン弾や枯れ葉剤とみられる薬品
など、被害者だけでは因果関係の証明
が難しい健康被害も多数存在していま
す。しかし、たとえ身体に障がいがあっ
ても、このアフガニスタンで生きてい
かなくてはならないのです。まだ、政
府機関や国際機関、ＮＧＯ等によるサ
ポートも十分とはいえません。もちろ
ん、障がい者を対象にしたプログラム

を実践している
組織はたくさん
あります。しか
し、ＭＭＣＣで
は、障がい者も
健常者も基本的
に同じプログラ
ムを行います。
障がいのあるな
しで区別するの
ではなく、助け合えば一緒に生きてい
くことができる。そういう意識を、子
どもも大人も実感しあえるプログラム
を目指しています。▲開会式で歌を歌う女の子たち。

▼義足の少年らによるパフォーマンス

▲他のＮＧＯの運営する義足工場▼

ＭＭＣＣってなに？初めて聞いたよ？なにをやってるの？という方へ♪ 
日本のみなさん！初めまして！アフガニスタン
ＭＭＣＣです。わたしたちはアフガニスタンで
設立されたＮＧＯなので、海外に母体を持って
いません。しかし、最初にいたメンバーのなか
に、デンマーク人と日本人がいました。その後
不思議なご縁で、日本にたくさんのトモダチが
できました♪このニュースは、そんな日本にい
るトモダチが私たちの活動を紹介するために
創ってくれたものです。せっかく読んでいただ

いているので、少しでも私たちの活動を知って
もらい、もし、気に入ってくれたら私たちの活
動を支えるサポーターになってくれませんか？
ニュースを読んでもわからないこととか、もっ
と知りたいことがあったら、日本にいるトモダ
チになんでも聞いてください。遠いところにい
るけど、私たちはいつも一緒に活動していま
す！！！アフガニスタンでは大きく次の４つの
プログラムを行っています♪

移動サーカス （モバイルサーカス）
アフガニスタンの地方の
村々を回り、教育的な内
容のパフォーマンスを行
い、字が読めない子ども
たちにも、平和教育、衛
生教育、地雷回避教育と
いった生活に必要な知識
を伝えています。
※写真は「手を洗おう！」

チルドレン ・ カルチャーセンター
15 の教室を持ち、歌や絵画、サーカス、演劇、ア
クロバット、格闘技、英語、コーラン、手芸、工芸、
文学などのクラスがある。それぞれのクラスで様々
な知識や技を身につけ、自身の可能性をのばせる
ような様々な工夫がなされています。広
い中庭では子ども達が自由に遊び回り、
たたいたりどなったりする大人はいませ
ん。自由な空間は子ども達の創造性を高
め、将来の可能性を広げていきます。

ワークショップ 実践！実感！実現！
実際に子どもたちの手で何かを創りあげる作業。
人形劇や組体操など、かならずひとりではできな
い、みんなで協力し、助
け合わなければできない
ことをやってみる。社会
の中での役割を実感し、
異なる部族同士でも助け
合うことの大切さを学ん
でいます。

ティーチャートレーニング ( 教員養成 )
長い戦争で教育インフラの 85％が破壊されまし
た。現在も、専門的な技術をもたず教科書をただ
読んでいるだけの教師も多いのです。子どもを叩
いたり、罵ったりすることも多く、教師の質が大
きな問題になっています。子ど
もの興味を引き出したりオリジ
ナルの教材作りは、ＭＭＣＣの最
も得意とする分野です。各地の
教育委員会などで行っています。
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